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通期業績予想の修正及び配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

当社は、2020 年３月 25 日開催の取締役会において、新型コロナウイルス感染症の影響を主要因とする最近の

業績の動向等を踏まえ、2019 年５月 13 日に公表した通期（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日）の業績予想及

び配当予想を下記のとおり修正することを決議しましたので、以下お知らせいたします。

記 

１．2020 年３月期連結業績予想値の修正

（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

  （単位：百万円） 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 41,198 979 830 481 21.34

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 未定 未定 未定 未定 未定

増  減  額 （Ｂ－Ａ） －   － － － －

増  減  率     （％）  － － － － －

（参 考）前 期 実 績

（2019 年３月期） 
41,047 727 746 330 14.64

２．2020 年３月期個別業績予想値の修正 

（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日）

（単位：百万円） 

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 1株当たり当期純利益

 前 回 発 表 予 想 （Ａ） 2,074 622 248 11.00

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 未定 未定 未定 未定

増 減 額 （Ｂ－Ａ） －   － － －

増 減 率      （％）  － － － －

（参 考）前 期 実 績 

（2019 年３月期） 
1,935 363 158 7.01



３．業績予想修正の理由

 （連結業績）

  新型コロナウイルス感染症の国内における感染拡大により、レストラン事業ではショッピングセンター、空

港、駅ビル等の集客力のあるレストラン店舗の来店客数が急激に落ち込んでおります。また、機内食事業につ

きましても、各国での渡航制限がかかる中、中国路線を始めとする国際路線が大幅な減便になっております。

これらの要因により、連結売上高、連結営業利益、連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予

想を大きく下回ることが予想されます。しかしながら、今後も流行の状況や行政府の対応等によって変動する

可能性があり、現時点ではその影響額を正確に把握することが困難であるため、業績予想は「未定」とさせて

いただいております。 

 （個別業績）

  個別売上高につきましては、レストラン事業及び機内食事業の売上高減少に伴うロイヤリティ収入の減少に

より前回予想を下回る見込みとなり、当期純利益におきましても、子会社の業績悪化による減損損失及び引当

金等の特別損失の計上見込みにより前回予想を大きく下回ることが予想されます。しかしながら、今後も流行

の状況や行政府の対応等によって変動する可能性があり、現時点ではその影響額を正確に把握することが困難

であるため、業績予想は「未定」とさせていただいております。

４．配当予想の修正

 （１）修正の内容

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 
円 銭

－

円 銭

－

円 銭

－

円 銭

12.00

円 銭

12.00

今 回 修 正 予 想 － － － 0.00 0.00

当 期 実 績 －   0.00 －

（参 考）前 期 実 績

（2019 年３月期） 
－ 0.00 － 12.00 12.00

 （２）修正の理由

   当社の配当方針については、株主の皆様への利益還元を企業経営の重要な柱と考え、財務体質の強化を図

りながら、安定配当を重視したうえで業績に連動した配当を継続的に実施することを基本方針としておりま

す。

   しかしながら、上記３．のとおり、前回予想数値を大きく下回ることが予想されますので、誠に遺憾では

ありますが、期末の配当予想を無配に修正させていただきます。

   早期に復配できるよう努めてまいります。

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因によっ

て異なる結果となる可能性があります。

以上


